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1. はじめに 

三重県では，平成 29 年度 5 月に技術分野横断的

な研究会活動を主体として，「みえ産学官技術連携

研究会」を発足した．ここでは，企業ニーズの把

握，企業等とのネットワークの構築を図り，技術

情報の提供や研究成果の共有も行っている．その

中で，食品，繊維製品や陶磁器といった最終製品

を扱う分野を横断的に支援することを目的に感性

商品開発研究会を企画，運営した．研究会では，

感性工学に関する情報提供を行うとともに，いく

つかの商品を事例に感性工学的な分析を行ったの

で報告する． 

 

2. 研究会の目的 
本研究会では，製品の客観的な評価と感性工学

の領域，さらにデータサイエンスの活用などへの

理解を深めるとともに，それらを企業の製品開発

で利用するための情報提供を行うことを目的とし

た． 

 

3. 研究会の実施 

表 1 に，令和 7 年度に実施した感性商品開発研

究会の概要を示す．研究会では，中京大学心理学

部の宮崎由樹教授を講師に迎え，応用心理学を用

いた企業との共同研究事例などを紹介いただい

た．事例では，製品の使い心地に加えて，使うこ

とによる満足感，ポジティブな気分などといった

使用後の気分の評価も行っている．使用後の気分

の評価が向上することは製品の付加価値につなが

るものであり，心理学分野の評価として興味深い

ものであった． 

 

4. 事例研究 
4.1 タオル製品の口コミ評価の分析 

通信販売のサイトを参照して，タオル製品 A に

関する 140 件の口コミ評価を収集して，ワードク

ラウドを作成した．ワードクラウドとはテキスト

マイニングの手法の一つで，テキストデータを自

然言語処理して頻出語や特徴語を抽出，視覚化す

るものである．タオル製品の口コミ評価の分析結

果を図 1 に示す．購入者の口コミであるため「購

入」という単語が頻出しているが「肌」，「肌触り」

といった触感に関する単語も頻出している．この

ように，ワードクラウドを作成することでタオル

の口コミ評価で用いられる重要な単語が視覚化で

きるので，消費者の関心が高い要素などを迅速に

抽出ができる． 

 

図 1 タオル製品 A の口コミの分析結果 

 

＊   エネルギー技術研究課 
＊＊  食と医薬品研究課 
＊＊＊ 窯業研究室伊賀分室 



三重県工業研究所 研究報告 No.50 (2026) 

- 74 - 

4.2 炊飯用土鍋の口コミ評価の分析 
通信販売のサイトを参照して，土鍋製品 A に関

する 41 件の口コミ評価を収集して，テキストマイ

ニングによりレビューの評価，分析を行った．レ

ビュー点数ごとに特徴語を抽出してその対応分析

を行った結果を図 2 に示す．レビュー点数が高い

5.0 と関連がある単語は，「美味しい」，「炊く」な

どであり，炊飯用土鍋では美味しく炊けることが

高評価につながっていることがわかる．一方で，

レビュー点数が低い 2.0 と関連がある単語は，「吹

きこぼれる」，「失敗」，「難しい」などであり，う

まく炊飯できなかったことが低評価につながって

いることがわかる． 

 

図 2 土鍋製品 A の口コミの分析結果 

4.3 事例研究のまとめ 
タオル製品と土鍋製品を対象に，通信販売サイ

トの口コミ評価をもとにテキストマイニングによ

る分析を行った．文章データから特徴用語を抽出

して視覚化することや評価用語間の関係性を視覚

化することで，製品の評価イメージが理解しやす

くなったと考えられる．これは商品開発において

消費者ニーズの概要把握，自社製品のベンチマー

クなどに有用である．また，これらの特徴語を用

いて官能評価シートを作成することも可能であ

り，このようなテキストマイニングは製品開発に

有効である． 

 

5. まとめ 
感性商品開発研究会を開催して，感性工学，応

用心理学に関する情報提供を行った．また，繊維

製品および陶磁器を対象に，テキストマイニング

を用いて口コミ評価の分析を行った．今後は，本

研究会の成果を活用して，一般消費者を対象とし

た最終製品の開発支援につなげたい． 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

表 1 令和 7 年度に開催した感性商品開発研究会の概要 

検討会 開催日 場所 内容 
参加 
者数 

感性商品開発 
研究会 

令和 7 年 
6 月 17 日 

三重化学工

業株式会社 

ミエラボ

（松阪市大

口町 255-1） 

・講演「産業応用の心理学」 
 講師：中京大学心理学部 

教授 宮崎 由樹 氏 
・話題提供「感性工学的な製品評価事例と感

性商品開発研究会の紹介」 
・応用心理学領域に関する意見交換など 

15 名 

 


